
情報化施工の一般工事への普及のためには、
戦略的に普及・促進を図ることが必要

今後の進め方について 資料－４
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情報化施工推進戦略（仮称）の策定
①具体的な目標
②目標達成のための各種制度面・技術面の課題と対応方針
③目標達成に向けた対応スケジュール・役割分担（ロードマップ）

（ＷＧの構成案）

連携建設機械ＷＧ建設機械ＷＧ

成果

①工法標準化に向けた積算、歩掛調査
②施工管理基準、監督・検査基準
③設計手法（技術基準）
④技術提案の評価方法
⑤発注者・施工者間の施工データの共有ルール
⑥施工データの有効利用方策
⑦試行工事・実工事への導入促進
⑧情報化施工機器導入支援方策（融資・貸与）

①情報化施工機器の搭載の簡易化
②情報化施工機器の低コスト化
③情報化施工対応技術者の育成
④情報化施工の普及のための広報
⑤情報化施工機器間のデータ交換標準

土工・舗装土工・舗装 ダムダム
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検討課題（案）



推進戦略の対象分野について

２
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検査（出来形・出来高）

竣工（完成）図書作成

施工工程計画
資材調達
作業員調達
機械調達

線形・出来形計画
品質管理計画

資材の数量・品質確認
作業員・機械の管理、
（安全）確認

情報化施工・
出来形・品質管理

ICT設計データ

第三者による
ICT監督・検査補助

ICT施工管理データ

ICT検査データ

ICT竣工データ

ICT維持管理データ

ICT設計データ

（CALS/EC）
電子納品の活用

３次元CADの利用

（CALS/EC）
電子調達の活用

ICタグによる
施工管理

TS/GPSによる
締固め回数管理

センサー等による
安全管理

TS/GPSによる
３次元マシン制御

＜施工プロセス全体の流れ＞

土工

舗装工

ダム（堤体工）

トンネル工（山岳）

橋梁上部工

一般、構造物工
（橋梁下部工、ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾟｰﾄ工等）

シールド工

＜対象工種＞

今回、取り扱う主要分野

ブルドーザ、グレーダ、ローラー、
バックホウ等の一般建設機械を
活用する工法のＩＣＴ化

計測・モニタリングによる
ＩＣＴ施工



推進戦略の策定スケジュール（案）

①推進会議の設立趣旨・規約の承認

②情報化施工推進の背景と必要性

③情報化施工の事例と課題

④今後の進め方の審議

⑤ＷＧ体制の承認

第１回（平成20年2月25日）第１回（平成20年2月25日）

第２回（平成20年4月頃）第２回（平成20年4月頃）

①推進戦略（素案）の審議第３回（平成20年6月頃）第３回（平成20年6月頃）

①推進戦略（最終案）の審議・決定・公表第４回（平成20年7月頃）第４回（平成20年7月頃）

以後

・定期的に推進戦略の実施状況フォロー

・適時見直し ３

①普及促進に向けた課題と対応方針の整理

②将来に向けた提案等

③推進戦略（骨子）の審議

ＷＧによる検討（普及促進に向けた課題と対応方針、将来に向けた提案等）

※各回の会議の間に適宜、ＷＧで検討




